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③テーマに合わせて形成したチーム活動

④組織全体で取り組んだ活動 大石　浩行

取り組種別 課題達成型

武藤　久子　（歯科衛生士）

武藤　久子

都築　洋一 事務

林　はるみ 管理栄養士

織田　真由 看護師

介護福祉士

介護福祉士吉村　美幸

井戸　寛人 理学療法士

看護師

看護師

島田　健

山下　裕子

前田　竜一

2024年1月26日　～　2024年5月20日

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施
前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）　老年期うつ評価尺度　意欲の指標　BBS　MMSE

（目標値）　2024年5月中旬までに園芸活動に参加したご利用者様の老年期うつ評価尺度の改善者数を
　　　　　　　半数以上にする（28名中14名以上）

・1人1鉢、名札を付け、愛着を持って関われるように促す
・チェック表を作成し、利用者ごとの参加回数を可視化
　（見るだけではなくテラスへ誘導し、気温や太陽光を感じる）
・春を感じられるチューリップの植え付け・水やり・観察をご利用者様とともに実施
・活動前後での評価指標データの収集、比較（老年期うつ尺度、意欲の指標）、インタビュー、アンケート

（実施前）　老年期うつ評価尺度は、5以上のうつ傾向が20名、10点以上のうつ状態が3名、合わせて58.9％

（実施後）　老年期うつ評価尺度が改善した人は13名、悪化した人は12名、変わらなかった人は3名
　　　　　　　目標達成出来ず

・ベランダ園芸のマニュアル作成および管理
・季節の変化を感じられる植物を継続して提供、栽培する（予算管理・年間計画立案）
・テラスに出て気温や天気を感じながら、活動する機会の提供（業務調整・安全管理）
・プライマリーが主体となって対象者をピックアップし、ともに活動を行う（活動日・活動時間を設ける）
・評価指標データ収集や推移の比較、検討を継続

織田
おりた

　真由
まゆ

　（看護師）介護老人保健施設ライフサポートねりま

③患者サービス・患者満足度の向上をめざすもの

②支援部門

④その他

リーダー名
（職種）

回

活動期間
医師

歯科衛生士

施設名

演題名 施設での幸せってなに？　～ベランダ園芸～

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

ベランダでの園芸活動を通して、季節を感じながら屋外での活動機会を増加させることを目的として、ご利用
者様とともに2023年夏にアサガオと夏野菜の栽培を行ったが、秋から冬にかけてはご利用者様とともに活動
することが継続できていなかった。園芸活動が幸せホルモンの分泌を促し、意欲の向上や老年期うつの改善
につながるのではないかと考え、今回のテーマに取り組むこととした。

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 5



【現状把握】

【対策の立案と実施】

現状の把握

老年期うつ評価尺度では、 以上のうつ傾向  名、  点以上のうつ状態が 名と かった
意欲の指標は、  点満点の人が  名ともっとも かった
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老年期うつ評価尺度（全体 実施前）
 人）

    ％

 点 

うつ傾向
うつ状態

 リ ビリ時間の  
 活動 の  ・   の 下
   機 の 下
 屋外での活動機会の  
 日 生活の変化や  が られにくい
 ご  とふれ う機会（ 会）の  
   活動の  が る（ 由にやりたいことができない）

現状の把握

  期間の 期化

目標設 

ベランダ園芸活動を通して
幸せホルモンの分泌を促 

    年 月中旬までに
園芸活動に参加したご利用者様の
老年期うつ評価尺度の改善者数を
半数以上にする（  名中  名以上）

 活動機会の 下
 屋外での活動機会の  
 日 生活の変化や  が られにくい
 ご  と れ合う機会の  

対 のねらい 

 活動機会の増加
 屋外での活動機会を作る
 達成感をもたらす場の提供
   ュニケー  ン機会の増加

対策 評価指標

 老年期うつ評価尺度
 意欲の指標
     
    

 参加者へのインタビュー

 スタッフへのアンケート

対策 ベランダ園芸実施 法
対策 い こ 増やすために

  なこと

・スタッフ付き いのもと、ベランダへ出て、チュー
リップ植え付け・水やり・観察を行う
 気温や太陽光を感じる

・ベランダまで 行や イス  を促す
  行や活動機会の提供

屋外での活動機会
を作る

太陽の光
    動
ス ン ップ

 
 
ト
ニ
ン

・  者を  して参加してもらう
・ きな の  を選らんでもらう
・見るだけでなく、一 に  をする
・  時は 真  を行う
   の 着、 びの  

活動機会の増加

達成感をもたらす
場の提供

目標を達成する
達成感を わう
行動を こす
 しいことをする
 められる

 
ー
 
 
ン

・ 人 鉢、  時持  り可
 愛着を持って関われるようにする

・プライマリー（  ・  ）が中 となって  けし、
成 や変化を  
   ュニケー  ン機会を増やす

・参加者 士で誘い う、 題に げる

  ュニケー  ン
機会の増加

 人や  との会 
人と れ合う
  ュニケー  ン
 いやりをもって行動する
感動する

オ
 
 
ト
 
ン

評価指標

ベランダ園芸実施 法

【対 のねらい 】 【目標設 】



【効果の  】

効果の   形効果 

スタッフ（  ・  ）にアンケートを実施（  名が回 ）

 継続に 成   名
 利用者と  ュニケー  ンがとれた
   的に見に行っている が かった
   まで いている が増えた気がする

 改めて利用者と すきっかけとなった
   をたくさん見ることができた
  日を びるのはいいねと っている利用者が
 かった 象 り
   部屋にいる が出てきてくれた

効果の   形効果 

 
   

 
   

 
   

  
   

意欲の指標（変化）

改善 悪化  変      

    

   

 

 

  

  

  

       

意欲の指標（前後）

実施前 実施後 （点）

（人）

変わらず満点で った と改善した が  名中  名、  ％になった
  点は    点     点となり、改善を めた

効果の   形効果 

老年期うつ評価尺度が改善した人は  名
悪化した人は  名、変わらなかった人は 名

  

  

 

老年期うつ尺度（変化者数）

改善 悪化  変

    

効果の   形効果 

    は、改善が 名、悪化が  名、 変が 名で った
   は、改善が  名、悪化が 名、 変が 名で った

 
   

  
   

 
   

 
  

    （変化）

改善 悪化

    

  
   

 
   

 
   

   （変化）

改善 悪化  変

    

達成できず

効果の   形効果 

参加者  名にインタビューを実施

 またやりたい   名
ものによってはやってもいい  名
  がきれいで しみだった
 気持 が やかになった
 かわいかった
  しみに見に行っていた
  日が  かった
  も参加して 対に 分で植えたい
   機 の 下により えていない もいた



  と今後の め 

 ベランダ園芸の実施期間および評価期間が く、データに大きな変化は
 めなかったため、活動と評価指標の継続的な評価、さらに評価指標の
 検討を行う  が る

 利用者インタビューでは、また参加したいとの も く、  も くみられ、
スタッフからも ね  象で った

  いた時や水やりをしている時な 、タイムリーにデータを取ることが
 しく、  機 の 下が る は、活動の  を り ることがで
きなかった

 健育会 ループの目指す 温かいまなざしで観察し、気持 の変化を
見 さない   きの一日 を提供できる老健 を実現するために、さら
なる  をしながら活動を継続していきたい

標準化と管理の 着
 のようにいつ がな  を

・年間計画の立案
・予算の算出
・園芸チームの設立
・  物 の  
・栽培 法を調 て発 
・参加  者の  

年 回
年度 め

園芸チーム
師 
事務 
（事務  ）
  ・  全 

継続した園芸活
動行うため

季節の変化を感じ
る植物の栽培

標
準
化
 

・ベランダ活動におけるマニュアル作成
（人  保、活動時間の検討、 の取り いな 
を む）

    年
 月まで

園芸チーム
師 
主 ・ 主 

利用者の安全 
保のため

ベランダ活動のマ
ニュアル

標
準
化
 

・マニュアルの見 し年度 

・ベランダでの  場 の 保
・ベランダの物 整理
・鉢やプランターの イア ト

月 回
月 

園芸チーム
師 
主 ・ 主 

利用者の安全 
保のため

ベランダの整 標
準
化
 

・老年期うつ評価尺度、意欲の指標、
    、   データの収集、分 
・評価指標の検討
・  月 にデータをスタッフに発 

年 回
  月 

園芸チーム取り組みの状 
を るため

園芸活動の効果
の  

管
理

【標準化と管理の 着】

【  と今後の め 】


